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（平成27年７月末日現在）

●人　口　32,310人（対前月－10人）

　　　　   （男／ 15,470人　女／ 16,840人）
●世帯数　11,441世帯（対前月＋８世帯）

　　 ４日（金）～

９月 １日（火）

　　 ６日（日）

　   13日（日）

９月定例議会 

夜の市長室（脊振支所）

脊振まるごと大運動会

神埼市ゲートボール大会

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

国民健康保険税（４期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
８
月
８
日
、
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
夜
の
部
だ
け
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
ハ
ン
ギ
ー
競
漕
30

周
年
」
を
祝
う
か
の
よ
う
な
晴
天
と
な
り
、
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら

ハ
ン
ギ
ー
を
漕
ぐ
姿
は
圧
巻
。
今
年
か
ら
始
ま
っ

た
菱
む
す
め
ハ
ン
ギ
ー
競
漕
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

衣
装
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

﹁
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
　

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ギ
ー
競
漕
﹂
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る
⑦
／
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マ
イ
ナ
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バ
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度
／
地
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会
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づ
く
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案
に
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い
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…
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宅
取
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を
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／
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／
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催
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16
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健
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食
彩 
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神埼中学校３年

筒井　玲菜 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
中
学
校
生
活
最
後
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
頑
張
っ
て
き
た
部
活
動
も
引
退
し
て
、
今
は
受

験
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
す
べ

て
の
行
事
が
最
後
と
な
る
の
で
積
極
的
に
楽
し
く

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
作
品
で
は
、
神
と
埼
の
バ
ラ
ン
ス
に
注

意
し
て
書
き
ま
し
た
。

９ 

月
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地
域
の
活
性
化
妨
げ
る
人
口
減

　

今
月
は
、
工
業
団
地
の
整
備
、
企
業

誘
致
に
か
か
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
日
本
は
急
激

に
人
口
が
減
少
し
、
多

く
の
自
治
体
が
消
滅

す
る
と
『
増
田
レ
ポ
ー

ト
』が
指
摘
し
、全
国
に

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
３
月
発

表
の
国
の
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
将
来

人
口
推
計
に
お
い
て

も
神
埼
市
の
人
口
は

減
少
す
る
と
さ
れ
、
平

成
22
年
の
人
口
を
基

本
に
す
る
と
、
平
成
37

年
は
91
・
４
％
に
、
平

成
52
年
に
は
79
・
８
％

に
減
少
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。現
に
、

神
埼
市
の
８
月
１
日

の
人
口
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と

３
２
，３
１
０
人
（
男
：
１
５
，４
７
０
人
、

女
：
１
６
，８
４
０
人
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
の
推
計
に
比
べ
て
２
１
８
人
多

く
98
・
２
％
と
な
っ
て
い
て
、
幅

は
小
さ
い
も
の
の
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
は
、
合
併
当
時
以
前

か
ら
叫
ば
れ
て
お
り
、
山
間
部
で

は
過
疎
化
が
課
題
と
な
り
、
旧
脊

振
村
で
は
、
厳
し
い
立
地
条
件
の

中
で
職
場
の
確
保
を
図
る
た
め
に

企
業
の
誘
致
、
新
規
起
業
な
ど
へ

の
取
り
組
み
に
努
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
に
旧
脊
振
村

で
は
減
少
対
策
と
し
て
の
一
坪
１

０
０
円
住
宅
制
度
を
全
国
に
発
信

さ
れ
、
全
体
で
２
４
０
人
、
62
世

帯
（
戸
）
の
転
入
（
社
会
増
）
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
ご
承

知
の
通
り
こ
の
こ
と
は
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
報
道
さ
れ
た
も
の
で

す
。
神
埼
市
と
な
っ
て
平
成
19
年

度
に
同
様
の
宅
地
分
譲
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
応
募
者
を
満
た
す

こ
と
に
苦
労
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
（
既

に
社
会
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
）。

　

脊
振
町
に
お
い
て
、
一
時
的
に
子
ど

も
の
増
加
で
地
域
の
活
性
化
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
約
20
年
を
経
過
し
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
、
他
の
地
域
に

職
を
求
め
転
出
す
る
と
い
っ
た
課
題
が

派
生
し
て
い
る
実
情
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
旧
脊
振
村
の
み
な
ら

ず
、
千
代
田
町
お
よ
び
神
埼
町
に
お
い

て
も
、
人
口
減
少
の
兆
候
は
あ
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
時
代
の
経
済
（
産
業
形
態

に
よ
り
異
な
る
）
変
動
に
よ
り
特
に
林

業
は
外
材
輸
入
の
打
撃
を
受
け
、
材
木

価
格
の
低
迷
で
林
業
離
れ
を
招
い
て
い

ま
す
。
ひ
い
て
は
山
は
荒
び
れ
、
近
年

の
気
象
現
象
の
変
化
と
相
ま
っ
て
生
じ

る
自
然
災
害
の
甚
大
さ
は
驚
異
的
な
も

の
が
あ
り
、
国
土
保
全
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
は
農
村
部
の
疲
弊
を
招
き
、

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
、
地
域
の
活

性
化
を
妨
げ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

話
を
戻
し
ま
す
が
、
合
併
当
初
か
ら

神
埼
市
の
活
性
化
、
元
気
・
神
埼
を
目

指
し
、
発
展
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
人
口
の
減
少
を
い
か

に
食
い
止
め
、
遅
ら
せ
る
か
で
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
既
に
ご
存
じ
の

ご
と
く
解
答
は
簡
単
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
実
行
、
実
現
は
大
変

で
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
は
、
市

内
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と

で
す
が
、
若
者
一
人
ひ
と
り
の
も
の
の

考
え
方
、
人
生
観
等
に
よ
っ
て
異
な
る

こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
日
の
経
済

社
会
で
は
、
毎
日
の
生
活
費
（
若
者
の

収
入
実
態
）、
子
育
て
、
教
育
、
就
職
な

ど
諸
々
の
家
庭
生
活
の
実
態
を
考
慮
す

れ
ば
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
一
つ
ひ

と
つ
解
決
す
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
容

易
に
取
り
組
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
こ
れ
ま
で

市
民
が
働
け
る
場
を
確
保
す
る
た
め
積

極
的
に
企
業
の
誘
致
（
現
に
市
内
に
あ

る
企
業
、
事
業
所
の
規
模
拡
大
を
含
め
）

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
以
来
、

新
し
く
８
社
の
企
業
誘
致
が
で
き
、
37

人
の
市
民
雇
用
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
雇
用
の
場
を
求
め
て
工
業
団

地
の
整
備
に
取
り
組
み
、
地
権
者
を
は

じ
め
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
国
道
３
８
５
号
沿
い
の
千

代
田
町
栁
島
地
区
内
の
農
地
約
４
ヘ
ク

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

⑦

　
　
　

人
口
減
少
対
策
と
企
業
誘
致

市
長
　
松
本
　
茂
幸

◆国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（抜粋）
（単位：人）

Ｈ22年 Ｈ27年 Ｈ32年 Ｈ37年 Ｈ42年 Ｈ47年 Ｈ52年
佐賀県 849,788 827,826 802,816 774,676 744,863 713,583 680,203 
神埼市 32,899 32,092 31,145 30,059 28,881 27,621 26,263 
減少率 100％ 92.5％ 94.7％ 91.4％ 87.8％ 84.0％ 79.8％
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タ
ー
ル
を
工
業
団
地
と
し
て
整
備
す
る

目
途
が
見
え
て
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

神
埼
市
南
部
工
業
団
地
整
備
計
画
の

概
要
と
し
て
は
、
現
在
、
農
村
地
域
工

業
等
導
入
実
施
計
画
変
更
手
続
き
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
手
続
き
（
農

振
除
外
）
を
完
了
し
、
造
成
工
事
に
か

か
る
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
整
備
計
画
は
、
今
年
度
に
関
係
地

権
者
、
関
係
地
区
の
同
意
の
も
と
、
農

地
転
用
申
請
お
よ
び
都
市
計
画
法
の
開

発
行
為
申
請
と
用
地
取
得
を
行
い
、
平

成
28
年
度
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
誘
致
活
動
は
、
工
場
団
地
整

備
と
並
行
し
て
行
っ
て
お
り
、
一
日
で

も
早
く
優
良
企
業
の
誘
致
が
で
き
、
一

人
で
も
多
く
の
雇
用
が
で
き
る
よ
う
に

鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
将
来
の
市
の
人
口
問
題
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
カ
ギ
は
、
若
者

が
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
の
確
保
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
既
存
の
企
業
の
拡
大
や

新
規
企
業
の
誘
致
、
さ
ら
に
、
福
岡
圏

域
へ
の
通
勤
を
可
能
に
す
る
公
共
交
通

機
関
の
整
備
（
例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅

発
着
の
快
速
電
車
の
増
便
と
駐
車
場
の

増
設
、
整
備
な
ど
）
を
行
い
、
企
業
誘

致
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
政
策
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
斬
新
な
ご
発
想
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
う
と
と
も
に
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

９月１日（火） 18：00 ～　
　　20：00

脊振支所

10月６日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

８月分の千代田支所開催分には、４組４人が来庁されました。

◆神埼市誘致企業一覧 （人数は操業開始時人数）

企業名 進出年月 新規雇用 うち市内雇用
1 ㈱森口精密 H19年６月 17人 ２人
2 ㈱朋友（やまと工業㈱） H20年５月 17人 ２人
3 日承工業㈱ H20年５月 ４人 ４人
4 エフピコ愛パック㈱ H22年３月 10人 ３人
5 ㈱佐賀ＩＤＣ H22年７月 ３人 ３人
6 日清医療食品㈱ H23年２月 19人 ９人
7 エフピコ物流㈱ H24年10月 13人 ９人
8 九州ミナセル㈱ H25年８月 13人 ５人

計 96人 37人

▲南部工業団地整備計画地
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10月１日から
巡回バスの運行内容が一部変わります！

◎申込・問い合わせ　企画室　企画係　☎37-0102

　前年度に実施したアンケート調査の結果や利用状況、皆さんからのご意見などを参考に巡回バスの運行内容を一
部変更します。コースの変更などにより、廃止となるバス停付近の巡回バス運行は引き続き継続しますので、フリー
乗車区間での乗降ができます。
　今後も巡回バスは、皆さんが便利に使いやすくご利用いただけるよう利便性の向上を図っていきます。

「神埼北コース」、「神埼南コース」　→　「神埼コース」
　ＪＲ神埼駅を中心にこれまでの「神埼北コース」と「神埼南コース」を統合して、「神埼コース」に名称を変更し
ます。（１日３回運行）
　運行経路は、一部のバス停を除きこれまでと変わりません。

◆◇◆◇神埼コース◆◇◆◇

■停車バス停を次のとおり追加します
　○姉川西分公民館

■停車バス停を次のとおり廃止します
　○ＪＡ西郷支所　　○西郷小学校前

フリー乗車区間（実線）　　
フリー乗車不可区間（点線）
※フリー乗車区間では、バス停以外での乗降ができ
ます。フリー乗車区間で乗車される時は、手を挙げ
てお知らせください。降りられる時には、運転手に
お知らせください。
 　印のバス停は、西鉄バスまたは昭和バスのバス停
に接続しているか隣接しているバス停です。

【お得な乗車券・回数券を
ご利用ください】

◇乗車券発行
　終点の神埼駅から他のコースに乗り継ぎを
される場合は、乗継券（無料）をお渡ししま
すので、乗務員（運転手）にお申し出ください。
◇回数券販売
　2,000円で回数券を販売しています。回数
券は、券種100円の22枚綴りとなっています。

【神埼市巡回バスＰＲ活動実施】
◇巡回バス説明会
　市では、巡回バスのＰＲ活動を実施してい
ます。地区や老人クラブなど団体の会合など
で巡回バスの紹介や説明を希望される場合は、
お気軽にご連絡ください。
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「千代田東コース」、「千代田西コース」　→　「千代田コース」
　ＪＲ神埼駅を発着として、これまでの「千代田東コース」、「千代田西コース」を統合して、「千代田コース」に変
更します。（１日４回運行）

　「迎島バス停」から「神埼駅バス停」までの区間を新た
に運行します。

朝：「迎島バス停」⇒「神埼駅バス停」　　
夕：「神埼駅バス停」⇒「迎島バス停」
　この路線の運行は朝、夕それぞれ１回の片道運行となっ
ており、停車バス停は「千代田コース」の同区間における
停車バス停と同じです。

◆◇◆◇千代田コース◆◇◆◇

◆◇◆◇迎島～神埼駅◆◇◆◇

■停車バス停を次のとおり廃止します
　○栁島バス停　　○大島バス停　　○菱の里ちよだバス停　　○原の町郵便局前バス停　　
　○境原バス停　　（千代田東コース）
　○犬童本村バス停　　○福嶋内科医院前バス停　　○下犬童公民館前バス停　　○ＪＡ境野支所前バス停
　○原の町郵便局前バス停　○境原バス停　（千代田西コース）

■移設バス停
　○丁太田バス停

千代田コースフリー乗車区間（実線）

千代田コースフリー乗車不可区間（点線）

迎島～神埼駅フリー乗車区間（実線）

迎島～神埼フリー乗車不可区間（点線）

※フリー乗車区間では、バス停以外での
乗降ができます。乗車する時は、手を挙
げて運転手にお知らせください。降りら
れる時は、運転手にお知らせください。
　 印のバス停は、西鉄バスまたは昭和
バスのバス停に接続しているか隣接して
いるバス停です。

○新しい時刻表、運行経路は後日配布します。チ
ラシまたは市ホームページでご確認ください。

○利用料金は、これまでと同じです。
・大人（中学生以上）200円　　
・こども（小学生）　100円　　
・乳幼児　　　　　　 無　料
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各課からのお知らせ

千代田地区住民総合健診と
レディース検診のお知らせ

健診会場および日程

実施する健診項目

　受診者の集中を避けるため、日程ごとに対象地区を割当てていますが、ご都合のつかない方などは、別日（下
表のいずれか）に受診することもできます。

住民総合健診で実施する健診項目は下表のとおりです。詳細は市報８月号Ｐ11をご覧ください。

会場・受付時間 日　　程 地　　区　　名

千代田町
保健センター

受付時間
8:30 ～ 10:30

９月15日（火）黒津、﨑村、小鹿、用作、柴尾、小森田

16日（水）下神代、上神代、快楽、渡瀬、龍尾、栁島、大島、迎島、出来島、
中津、大野、林慶

17日（木）上直鳥、下直鳥、姉、乙南里、新宿、大石、下黒井、上黒井、十条

18日（金）嘉納、丙太田、丁太田、上地、詫東、詫西、高志、下板、藤西、
又南里、藤東

27日（日）上西、下西、仲田町団地、仁戸田
※歯とお口の健診があります。

28日（月）原の町、境原、上犬童、下犬童、餘江、川崎、東野ヶ里

若年健診 特定健診 後期高齢
者健診

結核・肺
がん検診

胃
がん検診

大腸
がん検診

前立腺
がん検診

肝炎
ｳｲﾙｽ検査

歯とお口
の健診

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
日曜日のみ

レディース検診のお申し込みはお済みですか？

　乳がん検診・子宮頸がん検診はお申し込みのあった方、
骨粗しょう症検診は今年度対象となる方に受診票と案内通
知を８月末に送付していますので、ご確認をお願いします。

＜検診内容＞
◎子宮頸がん検診
　　対象：20歳以上の女性
　　内容：視診・細胞診
　　料金：500円
◎乳がん検診（予約制）
　　対象：40歳以上の女性
　　内容：視触診・マンモグラフィ
　　料金：40歳代　　 1,500円
　　　　　50歳以上　 1,000円
◎骨粗しょう症検診（予約制）
　　10月３日（午前）、11月13日（夜間）、１月17日（午

後）のみ実施。ご希望の方はお申し込みください。　

◎申込・問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

と　き 場　所 受付時間

10月 ２日（金）
千代田町

保健センター

８:30 ～ 10:00

10月 ３日（土）

10月 ５日（月）

10月31日（土） 脊振公民館

11月 ９日（月） 千代田町
保健センター11月10日（火）

11月12日（木）

神埼町
保健センター

11月13日（金）
17:30 ～ 19:30

11月25日（水）
８:30 ～ 10:00

11月26日（木）

１月17日（日）
13:30 ～ 15:00

１月18日（月）
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けんしんくん

《受診方法》

いつもより詳しい健診を受けたい方へ

神埼市国保では日帰り人間ドックの
受け付けを始めます
　神埼市国民健康保険では、40歳以上の被保険者の皆さまの健康増進、
また生活習慣病の早期発見や予防のために、人間ドックを実施します。
　この機会を利用して、いつもより詳しい健診を受けてみませんか？
◎申込・問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0115

《対象者》
　①神埼市国民健康保険に加入されている方
　②平成27年４月１日現在で40歳以上の方
　③国民健康保険税に未納がない世帯の方

《定員》　90人程度（申込順）
《申込期間》
　９月14日（月）から
※定員になり次第締め切ります。

《検査実施期間》
　平成27年10月１日から平成28年３月31日までの
　平日（土・日・祝日および年末年始を除く）

《検査料金》
　11,720円（個人負担金）
　検査日当日にお支払いください。
※婦人健診、その他健診は別途料金が必要です。

《検査時間》
　８：30 ～ 15：00（受付時間　８：00 ～８：30）

《検査場所》
　佐賀県医師会成人病予防センター（佐賀市）

①市民課国保医療係で申請手続きを行う
　健康保険証・印鑑をご持参の上、申請してください
　※電話での予約もできますが、申請が必要です。

②市役所より承認決定通知書が届く

③成人病予防センターに予約する（☎33-1434）

④予約日に成人病予防センターで受診する

⑤成人病予防センターから結果をもらう

平成27年度　
神埼市国保人間ドック検査項目一覧表
項目 検査内容

診察
総合指導
身体計測 身長､体重､標準体重､肥満度､腹囲測定
視力測定 （左、右）
血圧測定 座位、臥位
聴力検査 オージオメーターによる聴力検査
胸部X線検査 直接撮影
呼吸機能検査 肺活量､１秒率､呼吸流量（25％、50％）
心電図検査 標準12誘導
胃部検査 透視（直接撮影）または胃カメラ
腹部超音波検査 肝臓､ 胆のう､ すい臓､ 腎臓､ 脾臓
眼底測定 精密眼底カメラ（左右）
眼圧検査

尿検査
反応､蛋白定性､糖定性､ウロビリノー
ゲン
潜血反応､ 尿沈渣

検便 潜血反応２回法（免疫学的方法）

血液検査
白血球数､ 赤血球数､ 血色素量､ ヘ
マトクリット値､ 血小板数､ 血液像

（MCV､ MCH､ MCHC）
血液型 ABO式､ RH式（初回のみ）

生化学検査

総ビリルビン､ 直接ビリルビン､ 間接
ビリルビン､ 総蛋白､ アルブミン､ A/
G比､ GOT､ GPT､ AL-P､ LDH､ γ
-GTP､ Ch-E､ 中性脂肪､ 血清アミ
ラーゼ､ HDL-コレステロール､ LDL-
コレステロール､ 総コレステロール
､ TTT､ ZTT､ 尿素窒素､ クレアチニ
ン､ 尿酸､ ナトリウム､ カリウム､ ク
ロール､ カルシウム､ 無機リン､ 血糖

（空腹時）､ ヘモグロビンA1ｃ
免疫血清検査 CRP､ リウマチ因子

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　地
域
審
議
会
が
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
答
申

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係

　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

８
月
初
旬
、
松
本
市
長
か
ら
千

代
田
町
、
神
埼
町
、
脊
振
町
の
各

地
域
審
議
会
に
対
し
て
、
合
併
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
策

定
さ
れ
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
の
変
更
案
に
つ
い
て
諮
問
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

〔
変
更
案
の
内
容
〕

①
計
画
期
間
・
財
政
計
画
の
延
長

　
（
変
更
前
）
平
成
18
年
度
～

　
　
　
　

平
成
27
年
度（
10
年
間
）

　
（
変
更
後
）
平
成
18
年
度
～

　
　
　
　

平
成
32
年
度（
15
年
間
）

②
合
併
特
例
債
発
行
限
度
額
の
見

直
し

　
（
変
更
前
）

　
　
　
　

72
億
５
，９
５
０
万
円

　
（
変
更
後
）

　
　

１
４
５
億
１
，９
０
０
万
円

　

こ
の
諮
問
を
受
け
各
地
域
審
議

会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
議
が
な

さ
れ
、
11
日
に
各
地
域
審
議
会
を

代
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
か
ら

原
案
ど
お
り
了
承
を
す
る
と
し
た

答
申
が
な
さ
れ
、「
同
計
画
の
推

進
に
際
し
て
は
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
、
神
埼
市
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
る
こ
と
」
と
い
う
要
望

が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

10
月
５
日
ス
タ
ー
ト　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度◎問

い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　
　

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
次
の
よ
う
な
形
式
で

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
皆
さ
ま
の
住
民
票
の
住

所
に
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
や
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
、
入
院
・
入
所
に

よ
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
住
所
地
に
誰
も
居

住
し
て
い
な
い
た
め
、
住
所
地
で
の
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
は
、

居
所
へ
の
送
付
先
変
更
が
で
き
ま
す
。

現
在
お
住
ま
い
の
場
所
（
居
所
）
の

登
録
方
法

◆
９
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、「
通
知
カ
ー

ド
送
付
先
に
係
る
居
所
情
報
登
録
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
次
の
書
類
を
添
え

て
、
住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
へ
郵
送
ま

た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

・
居
所
に
居
住
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に
代

理
人
の
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類
お
よ
び

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
役
所
窓
口
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
入
手
い
た
だ
け
ま
す
。

～
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
変
更
で
き
ま
す
～
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住
宅
取
得
を
応
援
し
ま
す

平
成
27
年
度
分　

　

不
妊
治
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

救
急
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
消
防
署　

　

救
急
係　

☎
５
２
‐
３
２
９
１

　

神
埼
市
内
に
定
住
す
る
た
め
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
新
築
・
中
古
は
問

い
ま
せ
ん
。

　

自
宅
を
新
築
さ
れ
た
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

次
の
①
か
ら
⑥
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
方

①
定
住
を
目
的
と
し
て
市
内
に
住

宅
を
取
得
さ
れ
る
方

②
市
内
に
10
年
以
上
住
ん
で
い
た

だ
け
る
方

③
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
住

宅
取
得
に
係
る
契
約
等
を
さ
れ

る
方

④
市
税
等
を
滞
納
さ
れ
て
い
な
い

方
⑤
３
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の
住

宅
取
得
で
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
対
象
住
宅
の
要
件

①
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
で
あ
る
こ
と

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
部

分
の
床
面
積
割
合
が
１
／
２
以

上
か
つ
床
面
積
50
㎡
以
上
で
あ

る
こ
と

③
住
宅
取
得
経
費
が
２
０
０
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

◆
補
助
金
の
額

①
定
額
（
基
準
額
）�

20
万
円

②
加
算
額

・
脊
振
町
ま
た
は
千
代
田
町
東
部

地
区
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
方

�

　
　

30
万
円

・
市
外
か
ら
新
規
に
移
住
さ
れ
た

方�

　
　
　

10
万
円

・
市
内
業
者
へ
発
注
さ
れ
た
方

　

�

　

 

５
万
円

・
子
ど
も
一
人
あ
た
り

　
　

乳
幼
児�

10
万
円

　
　

小
・
中
学
生�

 

５
万
円

　
　

高
校
生�

３
万
円

　
　

住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
不
妊
治
療
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
治
療

　

夫
婦
間
で
行
う「
人
工
授
精
」「
体

外
受
精
」「
顕
微
授
精
」。（
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
）

◆
助
成
対
象
者

　

婚
姻
届
を
行
っ
た
夫
婦
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

・
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕

微
授
精
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ

て
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い

か
、
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
夫

婦
と
医
師
に
診
断
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

・
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方

ま
た
は
両
方
が
、
１
年
以
上
神

埼
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

・
夫
婦
の
前
年

の
所
得
の
合

計
額
が
７
３

０
万
円
未
満

で
あ
る
こ
と
。

◆
申
請
期
限

（
平
成
27
年
度
治
療
分
）

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※
治
療
終
了
日
が
平
成
28
年
２

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
の
場
合

は
、
４
月
28
日
ま
で
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
助
成
金
額

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
助
成
対

象
治
療
の
費
用
に
10
分
の
７
を
乗

じ
て
得
た
額
か
ら
、
佐
賀
県
不
妊

治
療
支
援
事
業
に
よ
る
助
成
金
額

等
を
差
し
引
い
た
額
。
た
だ
し
、

初
年
度
に
つ
き
20
万
円
、
次
年
度

以
降
は
１
年
度
あ
た
り
10
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

　

治
療
が
終
了
し
た
ら
、
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
用

紙
は
窓
口
で
の
お
渡
し
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
24
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
が
あ
り

ま
す
。

　

救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
９
月

９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ

の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医

療
週
間
」
と
定
め
、
救
急
医
療
の

普
及
啓
発
活
動
が
全
国
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
神
埼
市
郡
医
師

会
・
神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
・
神

埼
消
防
署
の
共
催
で
「
救
急
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

９
月
12
日
（
土
）

【
応
急
手
当
講
習
会
】

○
時
間　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

　

吉
野
ヶ
里
町
三
田
川
武
道
館

○
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法

○
受
講
人
数　

30
人
程
度

※
要
予
約

【
救
急
の
日
記
念
式
典
】

○
時
間　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

○
場
所

　

吉
野
ヶ
里
町
中
央
公
民
館

○
内
容　

医
師
に
よ
る
講
演
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各課からのお知らせ

　
　
就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

教
育
指
導
係　

☎
４
４
‐
２
３
８
４

　
　学
校
給
食
の

試
食
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
現
在
、
神
埼
町
・
千
代
田
町

の
小
・
中
学
校
８
校
に
一
日
約
２
，

８
０
０
食
の
給
食
を
届
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て

い
る
給
食
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
民
の
方
に
も
給
食
の
試
食

を
行
っ
て
い
ま
す
。
試
食
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
試
食
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
試
食
希
望
日
と
人
数
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
・
学
校
長
期
休

業
中
の
試
食
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
試
食
時
間　

正
午
ご
ろ

○
単
価
（
一
食
）　

　

２
３
０
円
（
小
学
校
単
価
）

　

来
春
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
左
記
の
と
お
り

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
保
護
者
さ
ま
あ
て
に
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
上
履
き

・
靴
を
入
れ
る
袋

○
注
意
事
項

・
受
付
時
間
を
遵
守
し
て
く
だ
さ

い
。

・
内
科
検
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

服
は
脱
着
が
簡
単
な
も
の
を

着
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
健
診
当
日
は
、
受
診
者
数
、
進

行
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
時
間

を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
制
服
の
採
寸
を
同
日
に
さ
れ
る

学
校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
入
学
予
定
の
学
校
で

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
当
日
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
方
は
、
他
の
学
校
の
日
程

で
の
受
診
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

実　施　日 学　校　名 実　施　場　所  受　付　時　間 健診開始

10月１日（木） 仁比山小学校 仁比山小学校 14：00～14：30 14：00～

10月７日（水） 神埼小学校 神埼小学校 13：30～14：30
13：30～

10月20日（火） 脊振小学校 脊振公民館 13：30～14：00

10月23日（金） 西郷小学校 西郷小学校

14：00～14：30 14：00～
10月30日（金）千代田西部小学校

千代田町保健センター11月18日（水）千代田中部小学校

11月25日（水）千代田東部小学校

　
　
９
月
20
日
か
ら
26
日
は　

　

動
物
愛
護
週
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

動
物
愛
護
管
理
法
で
は
、
広
く

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
９
月
20
日
か
ら
26

日
を
動
物
愛
護
週
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

動
物
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の

と
し
て
接
す
る
と
同
時
に
、
動
物

の
命
を
あ
ず
か
る
責
任
、
地
域
に

対
す
る
責
任
に
つ
い
て
、
見
つ
め

直
す
よ
い
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
動
物
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ

　

て
最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
を
家
族
に
迎
え
る
こ
と

は
、
ひ
と
つ
の
命
を
預
か
る
こ
と

で
す
。
犬
や
猫
の
寿
命
は
約
15
年

で
す
。
飼
う
前
に
次
の
こ
と
が
守

れ
る
か
確
認
し
て
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
そ
の
動
物
が
命
を
終
え

る
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
み
ん
な
が
賛
成
し
て
い
ま

す
か

・
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
生
活
で
き
る

住
環
境
で
す
か

・
食
事
、
排
せ
つ
、
し
つ
け
、
毛

の
手
入
れ
等
毎
日
で
き
ま
す
か

・
食
費
や
飼
育
に
必
要
な
用
具
・

病
気
の
予
防
や
治
療
・
去
勢
不

妊
手
術
等
の
費
用
を
負
担
で
き

ま
す
か

※
愛
護
動
物
の
遺
棄
は
犯
罪
で

す
。
遺
棄
し
た
場
合
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

◆
法
令
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
法
令
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
場
合
は
、「
登
録
（
生
涯

１
回
）」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射

の
接
種
（
年
１
回
）」
が
、
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
の
人
は
、
す
み
や
か
に
登

録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。（
違
反
し
た
場

合
は
20
万
円
以
下
の
罰
金
）
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農
地
の
集
積
・
集
約
に
ご
協
力
を
！

障
害
者
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

農
政
水
産
課　

農
政
企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
７

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◆
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
？

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
佐

賀
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間
管
理

機
構
と
し
て
県
か
ら
指
定
）
が
、

農
地
の
貸
付
希
望
者
（
出
し
手
）

か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
、
経
営

規
模
の
拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を

図
ろ
う
と
す
る
担
い
手
な
ど
（
受

け
手
）
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
地
の
有
効
利
用
や
地

域
の
農
地
利
用
の
効
率
化
を
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。

○
農
地
の
出
し
手

　

農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
農
政
水
産
課
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

公
社
が
借
り
受
け
た
農
地
は
、

地
域
の
担
い
手
の
規
模
拡
大
ま
た

は
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
な

が
る
か
な
ど
を
検
討
し
、
受
け
手

に
貸
し
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
地
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
農
用
地
等

は
、
借
り
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
貸
し
付
け
る
可
能
性
が
著
し

く
低
い
場
合
も
借
り
受
け
で
き
ま

せ
ん
。

【
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
公
社
を
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
農
地
の
借
受
者
を
探
す
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
借
受
者
は
公
社

が
募
集
し
ま
す
。

・
賃
料
は
、
公
社
が
、
毎
年
、
指

定
さ
れ
た
口
座
へ
支
払
い
ま
す
。

・
貸
付
後
の
農
地
の
利
用
状
況
を
、

毎
年
確
認
し
ま
す
の
で
、
適
切

な
利
用
を
進
め
ま
す
。

○
農
地
の
受
け
手

　

借
受
希
望
者
の
公
募
は
、
原
則

と
し
て
年
２
回
行
い
ま
す
の
で
、

農
政
水
産
課
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
者
の
内
容
を
整
理
し
、

公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

　

ま
た
、
公
表
後
は
、
応
募
者
の

中
か
ら
公
社
の
貸
付
先
決
定
ル
ー

ル
に
沿
っ
て
農
地
の
利
用
者
を
定

め
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

し
ま
す
。

【
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
公
社
の
仲
介
に
よ
り
、
安
心
し

て
規
模
拡
大
・
集
約
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
出
し
手
と
の
交
渉
は
公
社
が
行
い
ま
す
の
で
、
煩
わ

し
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
出
し
手
が
複
数
で
も
、
契
約
は
公
社
と
だ
け
で
済
み
、

賃
料
を
支
払
う
手
間
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
佐
賀
県
農
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
農
地
中
間
管
理
機
構
（
佐
賀
県
農
業
公
社
）
へ
農
地

を
10
年
以
上
貸
し
出
し
た
地
域
・
農
業
者
は
、
次
の

「
機
構
集
積
協
力
金
」
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

機
構
集
積
協
力
金
…
地
域
集
積
協
力
金
・
経
営
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
金
・
耕
作
者
集
積
協
力
金

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
等
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
な
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
月
額
）　

１
級
：
５
１
，１
０
０
円

　
　
　
　

２
級
：
３
４
，０
３
０
円

◆
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
著
し
く
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
た
め
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
病
院

に
３
ヶ
月
以
上
入
院
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
月
額
）　

２
６
，
６
２
０
円

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障
が
い
状
態
に

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
な
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
月
額
）　

１
４
，
４
８
０
円

  

14-2Ａ 

（
受
け
手
）

（
出
し
手
）
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各課からのお知らせ

　
　

ラ
ジ
オ
体
操
で
毎
日
元
気
！

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
は
、
約
80
年
の
歴
史
が
あ

り
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
か
ら
で
も

始
め
ら
れ
る
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
手
軽
な
運

動
で
す
。
動
き
の
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
て
、
意

識
し
て
筋
肉
を
動
か
す

と
、と
っ
て
も
効
果
的
。

　

さ
あ
、
み
ん
な
で
元
気
に
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
本
年
度
か
ら
「
元
気
か
ん
ざ
き

健
康
増
進
事
業
」
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
普

及
に
よ
る
健
康
増
進
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
知
っ
て
い
る
体
操
で

す
が
、
意
外
と
正
し
く
体
操
が
で
き
て
い
る

人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
西
九
州
大
学
の
協
力
を
得
て
、

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

毎
日
の
健
康
維
持
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

ま
ず
、
７
月
17
日
に
市
職
員
と
各
地
区
の
代

表
者
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
神
埼
市
中

央
公
民
館
で
ラ
ジ
オ

体
操
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、

希
望
集
落
を
回
り
市

民
の
方
を
対
象
に
出

張
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

《
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
＆
Ｃ
Ｄ
進
呈
》

　
「
元
気
か
ん
ざ
き
健
康
増
進
事
業
」
を
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
地
区
に
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
る
よ
う
に
、

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
と
ラ
ジ
オ
体
操
Ｃ
Ｄ
を
進
呈

し
ま
す
。

　

集
落
の
行
事
の
前
、
区
役
の
と
き
の
体
慣

ら
し
な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
Ｃ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
か
ん
ぽ
生
命
佐
賀

支
店
よ
り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
ご
希
望
の
地
区
に
は
貸
し
出
し
ま
す
。

　

た
か
が
ラ
ジ
オ
体
操
、
さ
れ
ど
ラ
ジ
オ
体

操
で
す
。
正
し
い

ラ
ジ
オ
体
操
を
覚

え
て
、
み
ん
な
で

健
康
に
な
り
「
健

康
寿
命
」
を
伸
ば

し
ま
し
ょ
う
！

　
　
９
月
10
日
か
ら
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

“
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
”っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

警
察
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
自
殺
者
数

は
平
成
10
年
以
降
、
14
年
連
続
し
て
３
万
人
を
超

え
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
に
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を

下
回
っ
て
か
ら
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
減
少

傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
の
自
殺
死
亡
率
は

主
要
国
の
中
で
も
ロ
シ
ア
に
次
い
で
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
で

す
。

　

普
段
の
生
活
に
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と

し
て
の
視
点
を
プ
ラ

ス
す
る
こ
と
で
身
近

な
人
の
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
も
気
づ
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
る
こ
と
で
、

大
切
な
命
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

＜ゲートキーパーの役割＞

気づき 家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

傾　聴 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

つなぎ 早めに専門家に相談するよう促す

見守り 温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

　
　平
成
27
年
国
勢
調
査
に

ご
協
力
を

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
４
４
‐
２
１
１
１

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

・
今
回
の
調
査
は
、
先
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
受
け

付
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
の
な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
紙

の
調
査
票
を
配
布
し
て
調
査
を

行
い
ま
す
。
９
月
20
日
ま
で
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

・
９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め
の

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
は
、
紙

の
調
査
票
に
記
入
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
後
は
、
調
査
員
の

訪
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。



15 市報かんざき 2015. ９月号

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

何
と
素
敵
な
男
の
神
で
あ
る
こ
と
よ

　

女
の
く
せ
に
、
男
の
く
せ
に
、
と

い
う
言
葉
は
近
頃
あ
ま
り
聞
か
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
（
六
三
歳

で
す
）
を
ふ
り
返
る
と
、
そ
う
い
う

考
え
方
が
身
の
底
に
巣
く
っ
て
い
る

な
ぁ
、
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
男
性
か
ら
お
茶
を

入
れ
て
も
ら
う
と
、（
相
手
は
ご
く

自
然
な
ふ
る
ま
い
の
様
子
な
の
に
）、

妙
に
恐
縮
し
て
し
ま
っ
た
り
、
男
性

よ
り
上
席
は
居
心
地
が
悪
か
っ
た
り

し
ま
す
。
こ
ん
な
思
い
に
は
、
違
和

感
を
覚
え
る
一
方
、「
男
性
を
立
て

て
い
た
方
が
居
心
地
は
良
い
」、
と

い
う
こ
の
感
覚
は
い
っ
た
い
ど
こ
か

ら
来
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に

な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
少
し

そ
の
答
え
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
「
め
ん
ど
り
鳴
い
て
国
滅
ぶ
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
中
国
最
古
の
歴
史
書
（
神
話
か

な
？
）
と
言
わ
れ
る
「
書
経
」
に
あ

り
ま
す
。
書
経
は
孔
子
が
編
纂
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
考
え
の

も
と
、
孔
子
は
「
儒
教
」
を
ひ
ろ
め

ま
し
た
。
孔
子
の
死
後
（
紀
元
前
４

０
３
）、
そ
の
言
動
を
弟
子
や
孫
弟

子
た
ち
が
記
し
た
の
が
「
論
語
」
で

す
。

　

孔
子
は
、「
女
子
と
小
人
は
養
い

難
し
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
女
子
と

器
量
の
狭
い
男
は
や
さ
し
く
す
る
と

つ
け
上
が
り
、
離
れ
る
と
怨
む
た
め

扱
い
に
く
い
、
と
い
う
意
味
で
す

が
、
儒
教
そ
の
も
の
が
支
配
者
階
級

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
教
え
で
す
か

ら
、
孔
子
と
し
て
は
、
女
子
と
、
取

る
に
足
ら
ぬ
男
た
ち
は
最
初
か
ら
眼

中
に
な
い
の
で
す
。

　

儒
教
は
仏
教
よ
り
早
く
日
本
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
応
神
天
皇
の
世

に
、
百
済
か
ら
王
仁
博
士
が
論
語
十

巻
、
千
字
文
を
一
巻
持
っ
て
来
た
と

古
事
記
（
西
暦
７
１
２
年
）
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
。そ
れ
以
来
儒
教
は
、

様
々
な
解
釈
、
利
用
を
さ
れ
な
が
ら

日
本
人
の
心
の
指
針
と
し
て
浸
透
し

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
は
長
年
、
古
事
記
が
好
き
で
、

読
み
続
け
て
き
た
の
で
す
が
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
で
読
ん
で
み
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
す
で
に
性
差
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
儒
教
の
考
え
が
深
く
浸
透

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ

ミ
の
「
国
生
み
神
話
」
で
は
、
先
に

女
神
で
あ
る
イ
ザ
ナ
ミ
が
声
を
か
け

た
た
め
に
「
蛭
子
や
淡
島
」
が
生
ま

れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
蛭
子
は
骨
の
な

い
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
の
子
ど
も
で
、
二

人
は
葦
の
船
に
乗
せ
て
海
に
流
し
ま

す
。
淡
島
も
泡
の
よ
う
に
消
え
て
し

ま
い
ま
す
。
自
分
た
ち
に
は
な
ぜ
こ

ん
な
に
育
た
な
い
子
ど
も
し
か
生
ま

れ
な
い
の
か
と
思
っ
た
二
人
は
高
天

原
の
神
々
に
聞
き
に
い
き
ま
す
。
す

る
と
、「
女
神
の
方
か
ら
声
を
か
け

た
か
ら
だ
」
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
女
が
先
走
っ
た
事
が
、
不
幸

な
事
態
を
よ
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

二
人
は
再
び
オ
ノ
コ
ロ
島
（
二
人

が
最
初
に
作
っ
た
島
）
に
も
ど
り
、

国
生
み
を
や
り
な
お
し
ま
す
。「
な

ん
と
美
し
い
女
の
神
で
あ
る
こ
と

よ
」
と
、
男
神
で
あ
る
イ
ザ
ナ
ギ
の

ほ
う
か
ら
声
を
か
け
ま
す
。
す
る
と

「
何
と
素
敵
な
男
の
神
で
あ
る
こ
と

よ
」と
女
神
が
そ
れ
に
答
え
て
、や
っ

と
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
始

め
た
、
と
い
う
お
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
儒
教
は
日
本
人
の
精
神
に
深
く

に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

儒
教
精
神
が
、「
男
性
優
位
が
楽
だ
」

と
思
う
私
の
根
っ
こ
の
一
つ
か
な
、

と
思
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
き
な
要
因
と
し
て
、

稲
作
文
化
が
あ
る
の
で
は
、
と
も
考

え
ま
す
。「
北
欧
神
話
」
を
読
ん
で

い
る
と
、
古
事
記
と
違
い
、
女
た
ち

は
男
た
ち
と
同
等
の
働
き
や
立
場
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

バ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
長
い
旅
に
出
る

男
た
ち
の
航
海
と
、
そ
の
あ
い
だ
家

族
や
一
族
を
守
る
女
の
留
守
仕
事
は

ど
ち
ら
も
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

日
本
の
稲
作
は
田
ん
ぼ
に
力
と
書

い
て
男
と
読
む
よ
う
に
、
男
性
の
力

仕
事
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と

学
び
ま
し
た
。
と
な
る
と
、
男
性
優

位
の
社
会
が
生
ま
れ
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
、

遠
い
昔
か
ら
脈
々
と
受
け
継
い
で
来

て
の
今
の
私
の
感
覚
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
中
に
は
不

条
理
な
も
の
も
、
大
切
な
も
の
も
、

今
の
私
が
判
断
で
き
な
い
も
の
も
含

ま
れ
て
い
そ
う
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指
す
た
め

に
は
、
幅
の
広
い
視
野
を
持
っ
て
進

む
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

用

解
語

説

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
】

　

性
別
に
基
づ
い
て
社
会
的
に
要
求

さ
れ
る
役
割
。
た
と
え
ば
、「
男
は

外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
」
と

か
、「
女
は
し
と
や
か
に
」
と
か
「
男

は
泣
く
な
」
な
ど
な
ど
。
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今年も楽しく♪よ～いドン！
【運動会情報】

脊振まるごと大運動会

千代田町民体育大会 神埼町民体育大会

９月６日（日）

10月11日（日） 10月11日（日）

【場所】　脊振小学校運動場
　※雨天の場合中止（脊振小・中学校は延期）

◎問い合わせ
　脊振公民館　☎59-2131
　脊振小学校　☎59-2002
　脊振中学校　☎59-2221

【場所】　千代田中学校運動場
　※雨天の場合中止

◎問い合わせ
　神埼市体育協会　☎52-3750

【場所】　神埼中央公園グラウンド
　※雨天の場合中止

◎問い合わせ
　神埼市体育協会　☎52-3750

●保育園・幼稚園、小・中学校、高校　運動会
と　き ところ・問い合わせ先 雨天の場合 と　き ところ・問い合わせ先　ほか 雨天の場合

保

育

園

・

幼

稚

園

9月26日（土）

8:30～
ちよだ保育園 ☎44-6941 10月３日（土）

小

学

校

9月6日(日）

8:15～

脊振小学校 ☎59-2002 　9月8日（火）

※小中学校だけ

で開催
※脊振まるごと大運動会と同時開催

10月3日（土）

8:30～
ちとせ保育園 ☎34-6450

千代田東部小学校

体育館

9月27日(日)

8:30 ～

神埼小学校 ☎52-4175

9月28日(月)

9月26日（土）

9:00～

せふり保育園 ☎51-9051
脊振勤労者体育館 西郷小学校 ☎52-3215

せふりグラウンド

9月26日（土）

8:30～
神埼保育園 ☎52-3632

10月３日（土）

仁比山小学校 ☎52-2504

9月26日（土）

8:45～
仁比山保育園 ☎52-2952 千代田東部小学校 ☎44-2211

10月3日（土）

9:00～

神埼双葉園 ☎52-3609
千代田中部小学校 ☎44-2005

神埼高等学校体育館

10月3日（土）

9:00～
小桜保育園 ☎52-3345 10月４日（日） 千代田西部小学校 ☎44-2338

9月26日（土）

8:45～
西郷保育園 ☎53-4881 10月３日（土）

中

学

校

9月13日(日）

8:30～

神埼中学校 ☎52-3175

9月14日(月)10月3日（土）

9:00～

（3歳以上児） 大立寺幼稚園

子どもの家保育園
☎44-3144

10月５日（月）

10月19日（日）

千代田中学校 ☎44-2222

10月17日（土）

9:00～

（3歳未満児）
9月6日(日）

8:15～

脊振中学校 ☎59-2221
 9月8日（火）

※小中学校だけ

で開催

10月3日（土）

9:00～

神埼こども園 ☎53-4500
神埼中央公園体育館

※脊振まるごと大運動会と同時開催

高

校

9月4日(金）

9:00～

神埼清明高等学校 ☎52-3191
9月5日(土）

神埼中央公園グラウンド 9月2日(水）「文化祭」

9月5日(土）

9:00～

神埼高等学校 52-3118
9月6日(日）

9月3日(木）～4日（金）「文化祭」
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水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

９月９日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆９月の休館日　毎週火曜日

◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～９月の「野菜の日」～

◆８日（火）9：00 ～

　「コーヒーゼリー」をおふるまい（先着50人）

◆18日（金）9：00 ～

　「お楽しみ抽選会」（先着60人）

　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント

◎新規会員（出品者）を募集しています。

　詳しくはお問い合わせください。　

○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

採れたて野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

《休園日の変更について》

高取山公園「わんぱく館」

神埼和菱組合が発足!
　これまで市が取り組んできた神埼ブランド創
造事業の和菱焼酎などの原料の製造事業を民間
組織で実施し、地域の活性化につなげることを
目的として神埼和菱組合が８月１日設立され、
同日発足式が開催されました。
　本村宣行組合長（高志地区）は「多くの課題
をひとつひとつ克服し、自立した組織へと成長
できるよう精進していきたい」と挨拶。
　市では、平成21年から市内に生息する菱の
実（和菱）を使った商品開発に取り組み、これ
まで和菱焼酎やひしぼうろを商品化し、好評を

得ています。今後、同組合とともにさらなる神埼ブラン
ド創造に力を入れていきます。
◎問い合わせ　政策推進室　政策推進係　☎37-0121

　季節の野菜をご用意してご来店を

お待ちしています。

◆新規会員（出品者）を募集してい
ます。

　〇年会費　3,000円

◎問い合わせ　
　高取山公園　☎51-9020
      詳しくは「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。
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と  き ところ テーマ 講　師

９月17日（木） 神埼市中央公民館 腸をあたためる
～人間の根っこは腸である～

西諫早病院東洋医学研究センター長
　田中　保郎さん

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、千代田支所を午前９時30分に出発です。ご利用の方は遅れないようにご

集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）

つまみ食い講座
第23弾を開催しました！

＜手編み教室＞ ＜フラダンス＆タヒチアンダンス＞

＜酒まんじゅう＞

＜ちっちゃなハーモニカ＞＜いやしの陶芸教室＞

　つまみ食い講座第23弾を開催し、多くの方に参加

いただき講座を楽しみました。その様子を報告します。

　サークルについてのお問い合わせや、新しく講座を

開きたい方はご連絡ください。次回は、11月に計画

しています。

◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係

　　　　　　　☎53-2325（神埼市中央公民館）

　「ずっと手編みがしたかった･･･」と、サマーヤーン

でフリンジのついたストールとコサージュを編みまし

た。先生や助手の方の作品があまりに素適なので我も

我もと月２回の

サークルができ

ました。

（講師：本村紬音

代さん）

　ちびっ子も先生に合わせて腰をユラユラ、手をヒラ

ヒラ…。衣装も借りてすっかりハワイ気分です。フラ

ダンスはこのままここでサークルを続けていきます。

タヒチアンダンスは仲間がも

う少し集まれば千代田でサー

クルができそうです。親子で

始めてみませんか？

（講師：古賀恵理さん＆

 中川あやさん）

　「おばあちゃんが作ってくれた酒まんじゅうがなつ
かしくて」と参加者の皆さん。酒粕とドライイースト
を使って作りました。60人もの申し込みがあり、急
きょ２回実施しま
したが、それでも
抽選で漏れた方が
おられたので、次
回をお楽しみに！

（講師：竹重千枝
子さん）

　ペンダントにしか見えないちっちゃなハーモニカ
ですが、70曲以上演奏できます。ドレミの音の出し
方を教わったら、進度別に分かれて練習し、最後に互
いの発表会をしました。「おおスザンナ」や「バラが
咲いた」の２重奏も楽
しむことができました。
なつかしい音色を手軽
に楽しめて28人が大満
足の講座でした。

（講師：八谷洋子さん）

　盆栽の鉢、銘々皿、花入れ、マグカップ、ひな人形等、
自分の作りたいものをイメージして陶作にかかりまし
た。ひび割れや取っ手部分は先生に修正していただい
て焼いてもらいます。釉薬
をかけてさらに焼いて出来
上がりです。神埼陶芸サー
クル木曜班ができました。

（講師：江原邦興さん）
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日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

９月２日 水 第21回　佐賀新聞金婚さん表彰 15:00 無料 佐賀新聞社（販売局）　☎28-2131

9月13日 日 第36回能に親しむ会　『能・船弁慶』 13:00
指定席　6,000円 
自由席　4,000円 
学生券　2,000円

『能に親しむ会』佐賀清韻会
☎092-851-8504

9月20日 日 新・動物農場　【人形劇団クラルテ】 18:30 会員制 
「当日入会可能」

佐賀子ども劇場　事務局
☎0952-23-6797　柿本

※問い合わせは、主催者へお願いします。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

　子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭
教育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

と　き 内　　　容 場　所
９月８日（火）  　

10：30 ～ 14：30
ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
友だちと待ち合わせしたり、実家に立ち寄るつもりでどなたで
もお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎりを持って
きて一緒に食べませんか。

神埼市中央公民館
１階和室

９月30日（水）
10：30 ～ 14：30

神埼町保健センター
１階和室

９月26日（土）
９：30 ～ 11：00

臨床心理士『吉村春生先生を囲んで座談会』
子どものことでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。秘密は守られます。

神埼市中央公民館
１階和室

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび９月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731

地域と家庭と学校の子育て応援団　“おむすびチーム”からのお知らせ

ゆるキャラグランプリ2015
ＷＥＢ投票にご協力ください！

プレミアム20％「神埼よかよか券」の
取扱店を募集します！

　市のマスコットキャラクター
「くねんワン」「くねんニャン」が、
全国のゆるキャラの人気を競う

「ゆるキャラ®グランプリ2015」
にエントリーしました。

　１日１回投票できます。皆さんの応援をお願いし
ます。
○投票締切日　11月16日（月）
※投票には、「投票ＩＤの登録」が必要です。
　ＩＤ登録専用ページ
　　http://www.yurugp.jp/vote/method.php
①仮登録→②本人確認→③本登録の手順でご登録

ください。
　ゆるキャラ®グランプリ公式ホームページ　　
　　http://www.yurugp.jp/
① ｢くねんワン｣ ｢くねんニャン｣ の投票ページを

開く→②登録ＩＤとパスワードを入力→③投票
ボタンをクリック

※恐れ入りますが、通信料は各自ご負担をお願い
します。

◎問い合わせ　
　商工観光課　商工観光係　☎37-0107

　市内でのみ使用できる20％のプレミアムが付いたお
トクな商品券の販売を11月に予定しています。
　商品券の取扱店を募集しますので、参加を希望され
る事業所は神埼市商工会までお問い合わせください。
○申込先　
　神埼市商工会（神埼市役所北側）
※市内の全事業所が対象となります。ただし、商工会

非会員の場合、参加負担金が必要です。
○募集締切　10月２日（金）
※締め切り後に申し込みをされた場合、チラシなどの

掲載に間に合わなくなる可能性があります。

◎申込・問い合わせ
　神埼市商工会
　☎52-7131

 

商品券の販売方法などについては、市報11月
号でお知らせします。
　ぜひこの機会におトクな商品券をお買い求
めください。
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世界にひとつの「ステンドグラスのペンダントトップ」が完成！

地域と人をつなぐ公民館

　７月29日に、公民館講座「水
ウエンズデイ

曜サークル」第３回講座
「ステンドグラスのペンダントトップ」を「すてんどぐら
す　たま」の山﨑玉恵さんを講師に迎え開催しました。
　いろんな色の中から、どの色を組み合わせたらきれい
に出来上がるのか想像を膨らませながら選びました。
　はんだごてをかける細かい作業などがあり、少し不安
になりましたが、先生に手伝ってもらいながら、みんな
無事に完成！世界に一つの自分だけのペンダントトップ
が２つ出来上がり自然と笑みがこぼれました。
　次回は「ビーズ・デコ刺繍」に挑戦です。

　８月１日、福岡県糟屋郡宇美町立図書館長の黒田修三氏を講師に迎え、
神埼市自治公民館連絡協議会公民館長研修会を実施しました。
　前半は初めて就任した公民館長向けに、また後半は全体へ向けた講演
をしていただきました。大勢で何かを始めようとするときは、反対の人
を説得し、どちらでもいいという人を味方につけないと始められない、
人をつなぎ、学び、結ぶことが公民館の大事な仕事と話されました。
　今後の地域公民館の活動のうえで、大変参考になりました。

先生ありがとうございました～夏休み子ども寺子屋～
　７月31日、８月２日、３日の３日間、神埼市中央公民館で、

「退職校長会、退職女教師の会」の方々に協力いただき「夏休
み子ども寺子屋」を開催しました。
　市内の小学生約80人が参加。ドリルや漢字の書き取り、プ
リントなどの宿題を持参して、分からないところをベテラン
の先生方に教えていただきました。
　子どもたちは最後に「こんなにできたよ！」と出来上がっ
た宿題を笑顔で見せ合っていました。
　ボランティアで指導いただいた先生方、ありがとうござい
ました。

◎問い合わせ　　神埼市中央公民館　☎53-2325

公民館だより

神埼市中央公民館

○と　き　９月 12 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　西九州大学　軽音楽サークル
○出演者　「てまき」
○曲　目　♪元気を出して　♪時代
　　　　　♪時の流れに身をまかせ　など昭和の名曲

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲８月は「さが吹奏楽団」による演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。　♬入場無料

♪音楽の力はすごくて、魅力的でした。
♪きれいな音楽が聴けてよかった。

[ 出演者から一言 ]　
　落ち着いたアコースティックなライブをお送りします。どうぞ
よろしくお願いします。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

「つるかめ食堂　
 子が親に作りおくごはん」
 ベターホーム協会／編

「学校生活応援ブック」
小学館

入門百科編集部／編

　長寿高齢化の社会の中で、一
人暮らしの親のために、作って
あげたい料理のレシピがいっぱ
いです。

　２学期が始まりました。学校生
活が楽しくなり、友達と仲良くな
れるヒントがたくさんあります。

９月のおすすめの本 

◆おはなし会◆

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日
神埼市立図書館
神埼市中央公民館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

○とき　９月20日（日）
　　　　午前10時30分から
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　２階　和室

家読（うちどく）広がっています!!

▲

出
来
町
地
区
の
皆
さ
ん

夏休みの図書館、にぎわいました！
　夏休み恒例の「読書チャレンジ」を夏休み期間中に行いました。じゃ
んけん大会では、たくさんの子どもたちで賑わいました。
　参加者には、賞状をお届けします！楽しみに待っててね。

　夏休みに中学生、高校生、短期大学
生のインターシップがありました。幅
広い年代の方と
ふれあいながら、
図書館の仕事を
体験しました。

ー敬老の日ー
読書のすすめ　　　　　
　　　心豊かに生涯読書

　「敬老の日にすすめる本」を展示し
ています。ご利用ください。
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こども健康カレンダー（９月１日～ 10月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

９月

７日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児

８日（火）
リトルわんぱくKID’S 9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

ことばの相談(要予約) 13：30～16：30

神埼町保健センター

1歳～就学前までの幼児

９日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年1月～ 2月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満児

11日（金）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成23年12月～平成24年1月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満児

14日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00 神埼町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

25日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成27年5月～平成27年6月生

29日（火） 乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

10月

２日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 0歳～就学前までの乳幼児

５日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

1歳未満の乳児

13日（火）
ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 1歳～就学前までの幼児

乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

14日（水）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成26年2月～平成26年3月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満児

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いします。
　(1歳6か月児健診および3歳児健診では、希望者全員に

実施します)

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ９月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

９月

3日（木）
全年齢児

新聞紙で遊ぼう
千代田町保健センター

10日（木） おはなしな～に
17日（木） 2歳以上児 リズム遊び 神埼町保健センター
24日（木）

全年齢児
旗を作ろう 千代田町保健センター

10月
1日（木） 運動会 次郎体育館
8日（木） ふうせんで遊ぼう 神埼町保健センター

と　き ところ
1日（火）

千代田町保健センター
8日（火）

15日（火） 神埼町保健センター

29日（火） 千代田町保健センター

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

　ママサロンは、たくさ
んおもちゃがあって、マ
マやお友達と自由に遊べ
る場です。
　家では危険で「だめ！」
が多くなっているママ。
ここは走り回っても大丈
夫です。０歳児の参加も
増えてきていますよ。
　ぜひご参加ください。

３日（木）…新聞紙をち
ぎったり丸めたり、たく
さん散らかしちゃいま
しょう！

17日（木）…講師の持丸
先生とリズム遊びをしま
す。お子さんと一緒に身体
を動かしてみませんか？

24日（木）…運動会で飾り付ける旗を
作りましょう。みんなで作った旗の下
で運動会をしますよ。汚れてもいい服
装でおいでください。

10日（木）…マザーグースさんをお
招きして、楽しい絵本の読み聞かせ
をしてもらいます。その後、身長体
重測定をします。
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♪健康コラム♪ ９月は「がん征圧月間」です
　☆日本人の死因第１位は“がん”、

神埼市民の死因第１位も“がん”　
　がんは、昭和56年から日本人の死因の第１位で、現

在は年間約36万人の方が「がん」で亡くなっています。

　神埼市の「がん」による死亡率は、全国・佐賀県よ

り高く、平成25年に亡くなった市民の３～４人に１人

は「がん」が原因となっています。

☆定期的な検診で早期発見・早期治療を
　近年の医療技術の進歩により、がんは早期に発見し、

早期に適切な治療を行うことで治る確率は格段に高く

なっています。

　しかし、がんの多くは自覚症状がなく、自覚症状が

出たころにはある程度、病気が進行していることがあ

ります。そのため、定期的にがん検診を受診すること

が大切です。

　がん検診の目的は、無症状のうちにがんを早期に発

見し、適切な治療を行い、がんによる死亡を減少させ

ることです。がん検診を受けて「異常なし」の場合は、

定期的に次回の検診を受けていただくことになります。

　「精密検査が必要」となった場合は、早期にがんを見

つけられるチャンスと考え自分のため、心配してくれ

る周りの人のためにも精密検査を受けましょう。

◎問い合わせ

　健康増進課　健康増進係

　☎51-1234

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

９月６日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

９月13日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

９月20日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

９月21日

（月・祝）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－１
☎52－8841（眼）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

９月22日

（火・祝）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1
☎55－7001（耳・アレ）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

９月23日

（水・祝）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1
☎53－8820（耳・アレ）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

９月27日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3
☎51－1655（皮・アレ）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

10月４日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

10月11日

（日）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

10月12日

（月・祝）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

○とき　９月18日（金）
　　　　10：15（開始）～お昼ごろまで
○ところ　神埼町保健センター
○内容　ベビーマッサージ
　講師：ベビーマッサージ
　　　　インストラクター　古賀志穂さん
○対象　生後２ヶ月～１歳未満児
　（予防接種後24時間以上あけてください）
※要予約。先着20組。
　下記までご連絡ください。
○参加費　無料
○持ってくるもの　バスタオル
○主催　神埼市母子保健推進協議会
　お気軽に参加ください。ティー
タイムもあります♪

◎申込・問い合わせ
　健康増進課　母子保健係
　（神埼町保健センター）☎51-1234

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

かるがもランド開催します！
日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
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佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

○
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
15
分
か
ら
）

○
日
時
・
内
容

・
10
月
14
日
（
水
）

　

精
神
疾
患
に
つ
い
て

・
10
月
20
日
（
火
）

　

家
族
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て

・
10
月
29
日
（
木
）

　

地
域
生
活
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス　
　
　
　

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
そ
の
他

・
各
講
座
後
に
は
参
加
者
の
交
流
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
参
加
希
望
の
方
は
、
開
催
１
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

○
と
き　

９
月
26
日
（
土
）

　

午
後
12
時
30
分
～
２
時

　
（
開
場　

午
前
11
時
30
分
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

○
内
容

・
原
千
晶
さ
ん
の
講
演
会

・
佐
賀
清
和
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏

・
が
ん
に
関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
定
員　

３
０
０
人

○
申
込
期
限　

９
月
18
日
（
金
）

申
・
問

（
公
財
）
佐
賀
県
総
合
保
健

協
会　

☎
２
５
︲
２
３
２
０

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
生
き
が
い
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
・
芸
能
部
門
で
は
踊
り
・
ダ

ン
ス
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
定
期
的
に
大
会

を
開
催
し
、
楽
し
く
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
他
に
も
旅
行
、
講
演
、
世

代
間
交
流
事
業
な
ど
楽
し
い
行
事
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
「
友
愛
活
動
」「
ア

ル
ミ
缶
回
収
」
な
ど
社
会
貢
献
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
培
わ
れ
た
、
あ
な
た
の

知
識
、
能
力
を
活
か
し
て
楽
し
く
活

申
・
問

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
３
０
︲
１
６
９
１
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創
業
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
10
回
神
埼
市
櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

神

埼

歩

こ

う

会

有
料
広
告

有
料
広
告

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
︲
０
１
１
６
）
ま
で

歩
い
て
学
ぶ
糖
尿
病　
　

　
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
小
城

第
１
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
と
踊
り
の
祭
典

● 

お
知
ら
せ 

●

動
を
し
ま
し
ょ
う
。
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

申
・
問

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
高
齢

障
が
い
課
内
）

　

☎
３
７
︲
０
１
１
１

　

佐
賀
県
商
工
会
連
合
会
と
神
埼
市

商
工
会
で
は
、
市
内
に
お
け
る
新
規

創
業
を
促
進
す
る
た
め
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象
　

　

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業
後

間
も
な
い
方

○
と
き
　

︻
１
日
目
︼
10
月
14
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

︻
２
日
目
︼
10
月
16
日
（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

︻
３
日
目
︼
10
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会

○
内
容

︻
１
日
目
︼
創
業
へ
の
心
構
え
と
そ

の
意
義
に
つ
い
て

︻
２
日
目
︼記
帳
・
税
務
の
基
礎
知
識
、

創
業
関
連
融
資
の
紹
介
・
審
査
の

ポ
イ
ン
ト

︻
３
日
目
︼
事
業
計
画
の
考
え
方
・

作
り
方

○
参
加
費　

無
料

○
募
集
定
員　

15
人

申

・
問

佐
賀
県
商
工
会
連
合
会

　

指
導
課　

☎
２
６
︲
６
１
０
１

　

糖
尿
病
の
方
や
糖
尿
病
予
防
に

興
味
の
あ
る
一
般
の
方
を
対
象
に
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
と
き　

10
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

○
集
合
場
所　

　

小
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
桜
楽
館
」

○
申
込
締
切　

10
月
５
日
（
月
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

佐
賀
大
学
医
学
部
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
事
務
局

　

☎
３
４
︲
２
５
４
６

○
日
に
ち
・
種
別　

11
月
22
日
（
日
）

・
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
乙
種
第
１
類
、
第
２
類
、第
３
類
、

第
５
類
、
第
６
類
危
険
物
取
扱
者

試
験

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
場
所
　

　

佐
賀
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

○
受
験
願
書
提
出
期
間

【
書
面
の
場
合
】
９
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

 

～
10
月
９
日
（
金
）

【
電
子
の
場
合
】
９
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

 

～
10
月
６
日
（
火
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
佐
賀
支
部　

☎
２
２
︲
５
６

０
２

○
と
き　

９
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
15
分

　
（
開
場　

午
前
９
時
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
参
加
費　

無
料

○
出
演

　

山
本
譲
一
、
ハ
ッ
ピ
ー
ナ
イ
ツ
、

エ
マ
・
コ
ル
デ
ロ　

ほ
か

※
お
楽
し
み
大
抽
選
会
（
自
転
車
、

扇
風
機
、お
米
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

問

山
本
譲
一

　

☎
０
９
０
︲
７
９
２
４
︲
０
０
９
０

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

９
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

仁
比
山
方
面

○
距
離　

約
10
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
︲
３
８
６
６

　

神
埼
町
櫛
田
宮
相
撲
場
で
恒
例
の

子
ど
も
相
撲
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

力
自
慢
、
度
胸
自
慢
の
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
出
場
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

○
と
き　

10
月
３
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
会

○
場
所　

神
埼
町
櫛
田
宮
相
撲
場

○
募
集
内
容

　

男
女
、
１
人
で
も
出
場
可

【
個
人
戦
】

　

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
各
学
年

【
団
体
戦
︼
３
人
１
チ
ー
ム

　

幼
児
の
部
、
小
学
生
低
学
年
（
１

～
３
年
生
）
の
部
、
小
学
校
高
学

年
（
４
～
６
年
生
）
の
部

○
申
込
方
法　

所
定
用
紙
で
応
募
。

・
取
扱　

市
内
各
小
中
学
校
、
神
埼

町
神
幸
館
、
神
埼
市
中
央
公
民
館

○
提
出
先　

神
埼
町
神
幸
館
、
神
埼

市
中
央
公
民
館
、
櫛
田
宮
相
撲
場

（
練
習
時
間
中
の
み
）

○
応
募
締
切　

９
月
28
日
（
月
）

○
練
習
日　

　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

　

９
月
７
日
（
月
）、
14
日
（
月
）、

21
日（
祝
）、28
日（
月
）、30
日（
水
）

問

神
埼
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
神
埼
市
中
央
公
民
館

内
）
☎
５
３
︲
２
３
２
５

　

神
埼
市
商
工
会

　

☎
５
２
︲
７
１
３
１
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募集種目 受験資格 受付期間 １次試験日 試験場
自衛官候補生

（男子）
18歳以上27歳未満の方

（学歴不問） 随時受付中 10月24日（土）目達原駐屯地

防衛医科大学校
（看護）

18歳以上21歳未満の方
（高卒・卒業見込含む） ９月５日（土）～30日（水）

10月17日（土）佐賀大学

防衛医科大学校
（医学）

10月31日（土）
11月１日（日）佐賀県駅北館

防衛大学校
（一般前期）

11月７日（土）
11月８日（日）佐賀ＪＡ会館

防衛大学校
（推薦）

高等学校長または中等教育
学校長が推薦し得る方 ９月５日（土）～９日（水） ９月26日（土）

９月27日（日）防衛大学校

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
︲
０
０
８
８
）
ま
で

● 

相　

談 

●

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

子
育
て
サ
ロ
ン﹃
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
﹄

○
と
き
・
内
容

【
９
月
】（
毎
週
火
曜
日
開
催
）

・
８
日　

体
を
動
か
そ
う
！

　
　
　
　
（
運
動
遊
び
）

・
15
日　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

　
　
　
　

ゃ
ん
あ
り
が
と
う（
製
作
）

・
29
日　

す
く
す
く
成
長
記
録
会
＆

　
　
　
　

園
庭
開
放
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
参
加
費
無
料
。

問

大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
︲
３
１
４
４

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

９
月
18
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
︲
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
︲
４
３
４
２

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
︵
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
相
談
会
︶

○
と
き　

９
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ　

○
申
込
方
法

　

電
話
に
よ
る
受
付
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
相
談
料　

無
料

○
相
談
内
容

　

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

○
相
談
員　

　

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

申

・
問

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

☎
２
９
︲
０
６
２
６

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

○
と
き　

９
月
10
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者　

神
埼
市
・
吉
野
个
里
町

で
農
業
を
始
め
た
い
方

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
園
芸
課

　

☎
５
３
︲
３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

９
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
︲
６
２
９
６
︲
７
５
５
０

全国大会で頑張りました
　７月28日、29日、日本武道館で開催された第50
回記念全国道場少年剣道大会に、佐賀県代表として

「黒津少年剣道クラブ」と「神埼町少年剣道クラブ」
が出場しました。
　大会には、全国
の予選を勝ち抜い
た小中学生が参
加。両クラブの選
手たちは、相手に
臆することなく、
精一杯戦いまし
た。
　この経験を活か
し、今後のさらな
る活躍を期待しま
す。

▲黒津少年剣道クラブ

▲神埼町少年剣道クラブ
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談
行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

生活の総合相談窓口

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

９月
4日（金）

10：00～12：00
神埼市役所 ３－１会議室

11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

10月
9日（金） 千代田支所 ２－３会議室

19日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

９月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
28日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

10月
13日（火）

13：00～16：00
千代田支所 ２－３会議室

19日（月） 神埼市役所 ３－３会議室東側
23日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

※10月19日（月）は、くらしの相談との合同相談日となっています。
○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　９月17日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　９月14日（月）まで
◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな生活全般のことでお困りの方、
ひとりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有し
た相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連
携し、解決に向けともに考え、取り組みます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター　
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　９月30日（水）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　９月５日（土）、17日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　９月19日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　９月17日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　　千代田町保健センター
○受　付　　９月15日（火）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　千代田支所　☎44-3121

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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中国山西省の中学生と交流社会を明るくする運動
メッセージ伝達式

水の事故から人命を守ろう
赤十字水上安全法講習会

第１回神埼市総合教育会議
　　　　　　　　　　　を開催

　７月２日～４日までの３日間、中国山西省にある山
西大学附属太原志達中学校の侯建先副校長を団長とす
る生徒代表６人と教諭２人の計９人が神埼市を友好訪
問されました。３日には、市役所を表敬訪問、その後
脊振中学校と交流をされました。
　この交流は、青少年赤十字の実践目標である「国際
理解・親善」により始められ、姉妹校締結をして今年
で27年目を迎えます。
　脊振中学校との交流会では、お互いに歌や踊りなど
を披露しあい、ゲームや腕相撲大会、剣道体験などで
交流を深めました。
　交流会終了後は、ホームビジットで、脊振の家庭を
訪問し、日本の生活文化や食文化を体験されました。
短い滞在期間でしたが、日本の文化を感じていただき、
友好を深めることができました。

　７月25日、長崎街道かんざき宿場まつりの会場で、
安倍晋三首相からの「社会を明るくする運動」メッセー
ジ伝達式が行われました。
　犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築こうと
する全国的な運動で、７月の強化月間にあわせて開催。
　神埼地区保護司会の多良さよ子さんがメッセージを
読み上げ、松本市長に手渡されました。
　今年は、多くの人にこの運動を知ってもらおうと宿
場まつりに参加。同地区保護司会は、６月に更生保護
サポートセンターも開所し、社会復帰を目指す人の支
援、そのために最も重要な地域の方の理解を深めるた
め日々、活動を続けられています。

　７月30日、神埼小学校で赤十字水上安全法講習会
が開催されました。この講習会は、日本赤十字社佐賀
県支部および同神埼市地区の共催で行われ、市内外か
ら53人の方が参加。
　体育館で人工呼吸、心肺蘇生法、ＡＥＤの使い方な
どを学び、その後プールに移動し、溺者の救助法の実
践を行いました。
　約２時間の講習で、参加者はペットボトル、長い棒
などの身近な物を用いての救助方法や、プールの監視
を行うときの注意点を学びました。
　残暑の折、まだまだ水とふれあう機会も多いと思い
ます。水の事故には十分注意をしましょう。

　７月17日、神埼市中央公民館で第１回神埼市総合
教育会議が開催されました。
　同会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法
律が一部改正され、今年４月１日から施行されたこと
を受けて開かれ、松本市長、田代教育長、教育委員の
７人で議論されました。
　その中で、市の教育目標や施策の根本的な方針を示
す教育大綱について、10月を目途に策定することが
確認されました。
　第１回目の今回は、郷土愛、学力・体力向上、子ど
もの安心安全の確保など６つのテーマを大綱に入れる
かどうかを話し合いました。
　今後の市の教育方針を決める重要な会議です。第２
回目は10月頃の開催予定で、誰でも傍聴できますの
で、気軽においでください。

行政トピックス
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城原川ハンギーまつり城原川ハンギーまつり８/８

脊振町わんぱくまつり脊振町わんぱくまつり8/23

長崎街道かんざき宿場まつり長崎街道かんざき宿場まつり7/25

▲子どもみこしも
　同時開催

▲お化け屋敷も大好評

▲祭りのスタートを飾るパレード
▲息の合った演奏で魅了

▲たくさんの子どもが参加。
　ヤマメ取り

▲今年も人気！
　おいしそうなヤマメ

▲恒例の打ち上げ花火

▲大迫力の花火

▲浴衣姿でまつりを
　盛り上げました

　
毎
年
恒
例
「
神
埼
市
３
大
夏
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
は
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

大
に
ぎ
わ
い
！
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

神
埼
市
３
大
夏
ま
つ
り

▲

真
剣
勝
負

▲
お
揃
い
の
衣
装
で

　
優
勝
目
指
し
ま
し
た
！

▲

迫
力
の

　
神
舞
太
鼓

▲

ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
大
人
気

▲

子
ど
も
た
ち
も

　
一
緒
に
美
し
い

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

▲

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

　
祭
り

▲

赤
レ
ン
ガ
広
場
で
も

　
イ
ベ
ン
ト
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　立秋も過ぎて９月。暦の上では秋！そこで今月は
芸術の秋を気取って映画の話を。
　今年のアカデミー賞が発表になって以来、楽しみ
にしていた映画「セッション」。アカデミー賞で助
演男優賞・編集賞・録音賞を受賞した話題作が、やっ
と佐賀でも上映されるというスケジュールを見た時
から「絶対に行く！」と心に決め、「ハンギーまつり」
の代休を頂いた８月14日に行ってきました。
　物語は、将来偉大な音楽家を目指し日夜ドラムの
練習に励む、名門音楽大学に通う主人公の学生「ニー
マン」が、彼の演奏にダメ出しをする指揮者で教官
の「フレッチャー」のバンドにドラマーとして招待
され喜んだのもつかの間、常軌を逸した恫喝混じり
の指導に対し、彼女と別れ俗世を捨て寝る間も惜し
んで手を血だらけにして練習を続けるなど、ニーマ
ン自身もいつしか常軌を逸していくが、それでも厳
しい指導を続けるフレッチャー。
　そこから物語は何度も激しく展開していくのです
がネタバレになるのでこの程度にして…
　なぜニーマンはそこまでしてフレッチャーに従っ
たのか？そこには単に恫喝するだけでなく「本物の
音楽家を育てたい」という情熱と信念があり、フレッ
チャーのバンドが常にコンクールで優勝するなど結
果を出していることが信じる力になったからではな
いか？と思われます。
　特に印象に残っている言葉とシーンの一つに「天
才はいつだって“不十分”の烙印を押され、それを
跳ね除けようとして努力を重ねる。そこで諦め潰れ
た者は成功しない」といったフレッチャーに「厳し
い指導で才能を潰したことがあるのでは？」と反論
するニーマン。すると「潰れないよ（だから一流な
んだよ）」と。フレッチャーの音楽指導における哲
学のみならず人生哲学に繋がる印象的なシーン。
　映画ではかなりやり過ぎの場面もあるが、人を育
てるにはある程度の厳しさは必要で、ましてや良い
ものを創り世に送り出そうとする場合、楽しいだけ
では、また優しいだけではダメ。たとえば番組を作
る際、当然番組は楽しくなければならないが、楽し
い番組にする為には放送が終わったその瞬間から次
の水曜日のお昼12時までにやっておくべき大切な
事がいくつもあります。
　番組を放送している55分間、スタッフ自身が楽
しまないと聞いている人は楽しめる訳がありませ

ん。ではスタッフが楽しみながら放
送する為には、まずその日の内容を
しっかりと把握しておくこと。次に
当然、話し手（パーソナリティ）が
いかに聴きやすい言葉で楽しく伝え
るかはもちろん、裏方であるミキ
サーは、話し手が情報を伝えてい
る時のBGMが大き過ぎないか？逆
に小さ過ぎないか？（このBGMレ
ベルが実は映画「セッション」ば
りに難しかったりするのですが…）
AD兼UST担当は、リスナーの皆
さんからのメールを時間内にチェックしプリントア
ウトして的確に渡せているか？
　USTやツイキャス参加者の名前漏れがないか？さ
らには放送以外でもFBやTwitter、ブログで名前の
間違いやコメントの返事漏れはないか？的確な内容
で返事を返せているか？などなど数え上げたらきり
がありません。
　そんなラジオを聞いているだけではわからない

（わからないようにさり気なく出来ている事が理想
ですが…）細かい繊細な作業をやって初めて「MY 
DEAR 神埼」を楽しく聞いて頂けるのだという信
念の下、時にはスタッフを厳しく指導することもあ
ります。ただし叱ってばかりではなく、良かった時
には褒める事も忘れずに、オフでは年齢やキャリア
関係なく対等に仲良く過ごす。なにより、このとこ
ろのUSTでの快進撃という嬉しい結果があるからこ
そ、二人のスタッフもチームMDKの一員として信
頼し、ついて来てくれているものと信じています。
　これからも「仕事は厳しく、番組は楽しく、オフ
は仲良く」をモットーに、スタッフ一丸となって神
埼市を楽しく（時には裏で厳しく）PRしていきます！
　毎週水曜お昼12時からのＦＭ佐賀「ＭＹ DEAR 
神埼」ぜひお聞きください!!

『ＭＹ DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第５回
「～芸術の秋　極上の映画から

沢山の事を学んだ一日～♡」

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 12,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。

随　時
入会可

有
料
広
告

有
料
広
告
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神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
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今
回
は
、
趣
味
の
絵
画
を
通
し
て
研
鑚
と
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
神
埼
絵
画
愛
好
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
絵
画
で
生
き
が
い
と
仲

間
づ
く
り
を
し
た
い
と
の
思
い
で
、
６

年
ほ
ど
前
か
ら
梅う
め

野の

基も
と
い

さ
ん
を
中
心
に

活
動
を
開
始
し
、
会
員
は
現
在
12
人
。

原
則
と
し
て
毎
月
２
回
、
下し
も

村む
ら

康や
す

二じ

さ

ん
の
指
導
を
受
け
て
水
彩
画
、
水
墨
画
、

油
彩
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
テ
ー

マ
は
、
そ
の
時
期
の
野
菜
、
果
物
、
花

な
ど
を
描
き
ま
す
が
、色
使
い
、描
写
物

の
大
き
さ
や
配
置
、
空
間
の
広
さ
な
ど
、

会
員
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
、出
来
上
が
っ

た
作
品
の
印
象
は
全
て
異
な
り
ま
す
。

　

制
作
中
、
会
員
は
下
村
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
疑
問
点
は
質

問
し
て
解
決
。
完
成
後
は
、
下
村
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
、
会
員
も

感
想
を
述
べ
ま
す
。
み
ん
な
は
作
業
の

過
程
で
感
じ
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と

な
ど
を
話
し
、
意
識
の
共
有
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
も
各
自
が
周
辺
に
あ

る
風
景
や
人
物
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て

描
い
て
お
り
、作
品
か
ら
楽
し
さ
、温
か

さ
、
ユ
ー
モ
ア
な
ど
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
文
化
祭
や
企
業

が
主
催
し
た
展
示
会
な
ど
で
発
表
し
て

お
り
、
佐
賀
県
高
齢
者
美
術
展
で
佐
賀

県
知
事
賞
受
賞
や
入
選
を
し
た
会
員
も

い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
、「
絵
が
好
き
」「
自
然

へ
の
目
線
が
変
わ
る
」「
常
に
壁
に
当

た
っ
て
い
る
」
な
ど
楽
し
さ
、
喜
び
と

同
時
に
、
苦
労
話
も
聞
か
れ
、
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
に
出
向
い
て
親
睦
を
深
め
た
い

と
い
う
夢
も
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

梅
野
さ
ん
は
、
絵
画
制
作
を
楽
し
む

仲
間
を
増
や
し
て
サ
ー
ク
ル
の
輪
を
広

げ
た
い
と
、
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

住まいの事なら 小さなことでも
気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

住まいの便利屋

ほんとに何でもやってます

㈱光信メンテナンス
℡ 0952-52-9667
神埼市神埼町竹2049

エアコンクリーニング
１台5,000円（９月末まで）

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

神
埼
絵
画
愛
好
会　

◎問い合わせ
　梅野　　基さん
　☎090-1165-1024

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

花
の
名
を
知
り
た
し
秋
の
風
立
て
る

�

藤
山　

初
次

今
朝
の
雨
茄
子
に
か
ら
ま
る
甘
き
味
噌

�

牟
田
口
則
子

夢
で
逢
ふ
君
の
項う
な
じ

や
白
桔
梗

�

香
月
富
士
雄

五
つ
度
の
終
の
住
処
や
星
祭
り

�

松
本  

都
子

本
棚
を
東
に
移
し
夏
来
た
る

�

田
原
ひ
よ
子

夏
帯
の
腰
の
括く
び

れ
の
黄
八
丈

�

畑
石
蝌
蚪
子

外
は
雨
本
屋
の
床
を
蟹
歩
く

�

廣
瀬
ピ
ヨ
子

気
を
入
れ
て
農
作
業
に
も
更こ
ろ
も
が
え衣

�

井
上　

豊
美

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

最
近
は
茶
柱
も
な
い
粉
茶
飲
む

�

森
崎　

寛
次

話
し
合
い
高
い
木
の
枝
黒
い
鳥

�

若
菜　

花
子

九
十
路
プ
ロ
か
も
知
れ
ぬ
草
む
し
り

�

吉
村　

民
子

着
こ
な
し
が
う
ま
く
て
年
を
忘
れ
さ
せ

�

田
中　

雅
代

幸
せ
が
見
え
て
る
み
た
い
羊
の
目

�

眞
島　

壽
子

暇
同
志
話
が
は
ず
む
昼
下
が
り

�

佐
藤
久
仁
子

喜
寿
の
坂
虫
干
し
し
た
い
記
憶
力

�

眞
島　

永
治

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

近
い
う
ち
近
い
う
ち
の
空か

ら

約
束

地
図
な
ぞ
り
つ
つ
夢
の
ひ
と
り
旅

�

城
島　

孝
子

米
寿
に
て
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
た
の
し
み
し

歌と

友も

に
も
ら
ひ
し
美み

央お

柳や
な
ぎ

の
黄
色
輝
く

�

坂
井　

栄
子

小
き
ざ
み
に
揺
れ
い
る
庭
の
き
み
ど
り
よ

木
々
渡
り
ゆ
く
風
の
さ
ざ
波

�

中
原　
　

幸

十い
ざ
よ
い

六
夜
の
空
は
青
空
星
さ
え
て

人
恋
う
わ
れ
の
寝
間
を
覗
き
ぬ

�

田
中　

と
代

原
爆
忌「
旧も

と

に
も
ど
う
て
く
れ
」被
爆
者
の

悲
し
み
伝
う
被
爆
の
惨
を

�

納
富　

茂
子

減
反
の
草
の
中
よ
り「
チ
チ
チ
チ
」と

鳴
き
ゐ
し
小
鳥
の
羽
ば
た
き
見
す
る

�

前
山
ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

み
ず
ほ
そ
よ
ぐ
佐
賀
の
田
ん
ぼ
の
映
す
空

オ
ス
プ
レ
イ
飛
ぶ
明
日
を
怖
れ
ぬ

�

石
田
千
津
代

吉野ヶ里歴史公園から
高床倉庫群と倉と市
　吉野ヶ里歴史公園の復元集落内に、「倉と市」と呼ばれるエリアがあ
るのをご存じですか。物見やぐらの建つ「南内郭」の西側エリアです。
当時、すでに高床倉庫などがたくさん立ち並んでいるという事はわかっ
ていましたが、国営公園となってからの復元整備で建物が31棟も建っ
たのは圧巻です。
　しかも、倉庫を守る兵士や管理人の竪穴住居、太鼓が吊るされた２階
建ての「市楼」などさまざまな用途の建物も復元されています。これら
の配置などから、この場所は物々交換を行った「市場」だったものと考えられています。
　また、空壕によって区画された南北に並ぶ建物群も発見されていて、吉野ヶ里の特殊な倉庫だったのでは
ないかと考えられています。

　弥生時代の重要な交通手段は舟と考えられていますので、有明海から
貝川（「倉と市」の西側）を遡って多くの物資が運び込まれたのではな
いでしょうか。遺跡からは多くの鉄器も発見されています。弥生時代の
日本では、鉄の生産がまだ始まっていなかったようですから、大陸との
交流も多くあった事でしょう。
　ご来場の際には、この立派な倉庫群の「倉と市」をご覧いただき、吉
野ヶ里の交流の広さを感じてみてください。
◎問い合わせ　吉野ヶ里歴史公園管理センター　☎55-9333

▲発掘中の「倉と市」

▲現在の「倉と市」
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